
京都方言における外来語のアクセントについて

中井幸比古

は じめに

 京都 方言の、外来語 のアクセ ン ト(以 下 「アクセ ン ト」 は 「ア」)の 記述 を行 う。

このテーマに関す る研究 としては、平 山(1960)を 利用 して共通語 との対応 の観点か

ら考察 した小暮(1982)が あり、京都 ア と 「大同小異」の、大阪 アな ど申央式諸 アに

つ いて(も)触 れて いるもの に、楳垣(1943)、 和田(1951)、 寺川他(1944)、 吉原(

1983)な どがある。 また、京都 アの外来語の アは、核 の位置 に関 しては共通語 と一致

す るものが非常 に多 く、秋永(1981)な ど共通 語アにっ いての諸研究 に負 うところも

多 い。これ ら諸研究 によって この問題 のかな りの部 分は既 に明 らか にされている。

本 稿 では、筆者 の調査に よる資料からやや帰 納的に記述 して行 くことに よって、 こ

れ ら諸研究 に述 べ られて いる ことによ り確実 な裏付 けを与 え、併せ て従来記述不十

分か と思わ れる若干の事柄について述べ、さ らに京都 ア内部の個人差 につ いても触

れ る。 また拙稿(1988a)p.50「 け」で述べたこ とを具体的 に実証 す ることも 目的 とす

る。本稿 は、筆者 が進 めている京都 アの網羅 的な記述 の一 環をなすものである。

 西洋諸語から入ったもののみを考察 し、朝鮮語 ・アイヌ語などから入 ったものや

漢語は扱わない。固有名詞.和 製英語の類な どは扱う。混種語(例:都 市ガス、マ

ッチ箱)は 扱わない。

 資料 にっ いて。3モ ーラまでにつ いては拙稿(1987a・1988ab)に よる。4モ ーラ以

上 につ いて は、上野(1985・?)か ら調査で出の悪か った若干 の語彙 を削ったものを調

査 票に用 いた未発表資料 による。これ らの申から抜 き出した外来 語1436語 につ いて

考察 する。

話者 の氏 名や経歴 な どについては拙稿(1987a・1988a)を 参照 され たいが 、本稿 で用

いる話者 の略号 とその生年 ・性別 をあげてお く。京都 旧市内:<真>1971f、 〈筆>

1957m、<和>1934f、<三>1930m、 〈栗>1914f、<林>1913f、<中>1910f、<

長>1911f、<橋>1910f、<安>1909f、<大>1908m、 〈佐>1903m、<田>1900f、

<泉>1898f。 滋 賀県野洲郡:<早>1917f。 現京都市 北区中川北山町く千>1919f。

 上記16名 の話者のうち、〈安〉については4モ ーラ以上が、〈佐 ・早〉について

は5モ ーラ以上が、一部未調査なので、その部分については資料が欠けることにな

る。その他の話者についても、一部確認不十分で、今後若干の訂正を要するところ

が出てくると思われるが、本稿の論旨に影響するほどではないと思われる。平山(1

960)所 収の京都ア(以 下〈平〉、1940年 代前後の話者か)と1901生 の楳垣実氏担 当

の 『日本国語大辞典』の京都ア(以 下〈楳〉)に ついても、筆者の資料にある語は
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扱 うこ とにする。

 話者のうち、〈栗安田泉早千〉はやや外来語が 「苦手」な話者であり、そのほか

の話者はそれほ ど 「苦手」ではない。楳垣氏は外来語の研究家としても著名な方で

あった。

 アの表記につ いて。共通語 アにつ いて言及するときは核 の有無 と位置(0、1、2...)

に より、京都 ア については、核 の有無 ・位置 、及び高起 式(コ)・ 低起 式(テ)に

よ る。具体 的な音調 との関係 については上記 拙稿参照。

1.全 員のアが一致す る語彙 と基本 ア型につ いて。

 まず、全 員の アが一致す る語彙 を抜 き出す(具 体 的な語彙 は本稿末尾 にある)。

とりあえず 、複 合語 もそれ以外 のものも まとめて、モーラ ・型別の語数 を下に示す。

2モ ーラ語(調 査 語数70中):全 且 ≡幽 語、全員テ2型3語 、全員テ0型1語

3モ ーラ語(調 査 語数382中):全 員コ1型281語 、全員テ2型6語 、全 員コ04語 、全員

 テ0型2語

4モ ーラ語(調 査語数474中):全 員コ1型164語 、全員テ2型83語 、全員 コ0型41語 、

全員テ0型6語 、全員テ3型2語

5モ ーラ語(調査語数220中):全 且≡L蠶 、全員テ2型23語 、全員テ3型5語 、

全員 コ0型5語 、全員 コ1型2語 、全員 コ4型1語

6モ ーラ語(調 査語数171中):全 旦 ヨ盥 語、全員テ4型4語 、全員 コ3型8語 、全

 員 コ5型4語 、全員テ2型1語

7モ ー ラ語(調 査 語数91中):全 靂幽 、全員コ4型20語 、全員テ4型3語 、全

員テ5型2語 、全員 コ6型1語

8モ ーラ語(調 査 語数28申):全 且 ⊇―旦型壥 、全員コ5型6語 、全員テ4型1語

 下線 を引いた もの は語数 の多 いものであり、京都 アにお ける外来語 の基本 ア型 と

考 え られ よう。4モ ーラ語 を除 くと、 「高起 式で語末か ら3モ ーラ 目に核が ある(

「(○_)○ コ ○ ○)、 但 し3モ ーラ 目がな い場合は高起式 で語末 か ら2モ ーラ 目に

核 がある(「 ○「 ○)語 がもっ とも多 いといえる。低起式 よ り高起式 が多 いのは、

低起 式の有標性 と関係があろ う。4モ ーラ語 は、この ことか らす る とコ2型(「OO

「OO)が 予想 されるが、現実 にはテ2及 び コ1が 多 い。一応 、これ は一 つ には、京

都 アでコ2型 が嫌われる とい うことと関連付 けられ よう(共 通語 との関係 につ いて

は拙稿1988c、 原 語の音調 との関係について は3節)。 な お、言 うまでもな いが、外

来 語には1モ ーラ語 はな い。
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 以上 と類似 の結果が、小暮(1982)や 、やや 部分的に奥村(1961)・ 和田(1951)で 報

告 されて いる。

 次に、上記と、漢語 ・和語の基本ア型とを比較する。漢語 ・和語についても具体

的な数字 をあげるべきであるが、今回は略 し、結論(一 部予想を含む)の みを述べ

る。

 和語の基本ア型は大変考察 しにくい。そもそも和語は、一部の複合語以外は慣用

久 しい語がほとん どであって、特定の型に語彙が集中することが少なく、その基本

ア型を考えることは困難である。ただ、複合語が多い5モ ーラ以上にっ いては、上

記外来語のものが当てはまるようである。

 漢語については、奥村 ・和田上記論文その他によれば、2モ ーラ語と5モ ーラ以

上の語は外来語に同じ、1モ ーラ語はコ0型 が、3モ ーラ語はコ1型 テ0型(但 し

テ0型 はOッ ○、または形容動詞.サ 変動詞語幹のものが多い)が 、4モ ーラ語は

コ0型 が、基本 ア型として良さそうである。漢語と外来語が異なるのは3・4モ ー

ラであるが、いずれも漢語で無核が基本ア型の場合に、外来語では有核が基本ア型

となっている。その原因の一つとして、原語のアの影響が考えられるかも知れない。

すなわち、外来語の大多数は英語からの借用であるが、英語では語のどこかの音節

に強勢があり、いわば 「無核型」の語がないのである。なお、外来語でも、4モ ー

ラ語ではコ0型 が他のモーラ数の場合に比べれば、やや多 いことにも注 目すべきで

ある。

要するに、外来語の基本ア型は、若干の相違はあるものの、漢語や(少 なくとも

5モ ーラ以上の)和 語の基本ア型とほぼ一致するといえよう。

 寺川(1944)に 、大阪 アと伊勢 アの5モ ーラ語 の基本 ア型 は各 々テ4型 とコ4型 と

い う旨の記述 があ る。 しか し、京都アではこれは当ては まらず、コ3型 であ る。寺

川他(1944)で 基本 ア型の根拠 としてあげ られ ている五十音 図の 「アイ ウエオ ・カキ

クケコ」の各 アも、京都 ではコ3型 が最 も普通 である(上 記16名 の話者 の うちく早

〉以外全 員 コ3、 若 年層 ではテ3も 、拙稿1988c、1988apμ47-48「 う」参照。〈

早 〉 のみテ4型 、地 域差か)。

 ところで、寺川氏の大阪 ・伊勢アにおける基本ア型の認定には問題があるかも知

れない。

 まず 、寺川他 同書pp.49-50に よれば、 「ア イ ウエオ ・カキクケコ...」 は、各 々大

阪 でテ4、 伊勢 で コ4で ある という。筆者の不十分な調査 による と、大 阪ではテ4

の他 、 コ4・ テ3・ コ3や 、さらに 「アイ]ウ 「エ「 オもある(若 年層 はテ3が 多

いよ う)。 伊勢 は地点が異なる らしいし、若 い話者 であるが、テ3の 人 も いる(久

居 市出身昭32生 の服 部 匡氏)。

また、 「アイ ウエオ ・カキクケコ...」 のアが必ず5モ ーラの基 本ア型 に一致す る
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という考えはち ょっ と危険 ではなかろうか。大阪の最後に あげた 「アイ「 ウ 「エ「

オの音調は、京都 での 「いろはにほへ と」の唱えかた(上 記16名 全 員 「イ「 ロ 「ハ

ニ「 ホ 「へ「 ト)を 思わせ る(遺 憾なが ら大 阪での 「いろ はにほへ と」の唱えかた

は未詳)。 この音調 は 「語」 としてのアではな く、 「唱 え言」 と してのあ る種 の旋

律のよ うなものであ ろう。 「アイコ ウ 「エコ オ以外 の音調(テ4コ4)に つ いても

唱 え言 としての旋律の ような ものが関わ っている可能性 が ある。

 さらに、同書 によると、俳勢や大阪では、5モ ーラ語 で、基本 ア型 は各 々コ4・

テ4で あるが、外来語の多 くはコ3・ テ3で 、両者 は一致 しな いとい う。 ところが、

寺 川(1951)pp.556-558で は、記述 がやや異な り、 「例外 的事情が多 くあ って一概に

は言えな いが」、伊勢 アでは、5モ ーラ外来 語アに コ4が 多 い(但 し若 年層では コ

3も 多 い)と され る。も しそ うな ら、5モ ーラの基 本ア型 と外来語 アの多 くが共に

コ4で あって、おそ らく昇核現象(3モ ーラコ2型 か らコ1型 へ の変化 とそれに準

ず る変化)が 進 行中であ るた めに、両者が共 にコ3型 に変 化 しつつ ある というこ と

になろ う。なお、寺川(1951)に は大阪アにつ いて言 及が無 い。

 本稿 の話者 に関 しては、昇核現象の起 こっていないく千 〉や、昇核現 象がや や起

こ りつつあるく早 〉につ いて も、昇核 現象が終 了している話者 と同 じく、5モ ーラ

の、基本 ア型 も外 来語の多 くも、共にコ3型 で一致 してい る。外 来語で は、後述 の

よ うにく早千〉 は他の話者 とほとん どアが異 なるところが な く、 コ4・ テ4の 語彙

はほ とん どない。

 上記久居市 の服 部氏の場合 も同様である(服 部氏 も昇核 現象はそれほ どひ どくは

起 こしてお らず 、古形がかな り残 っている。三重県北部 の 中央式一般 につ いて言え

るか と思 われる)。 あ るいは、昇核現象がお こっていな い 中央式諸方言 の多 くのも

のは、〈早千 〉 と同 じ状態な のか も知 れない。 また、寺川(1951)p。558に あげられ て

いる、伊勢 ア老 年層の4モ ー ラ以下の基本 ア型(外 来語の みな らず一般 の)「1モ

ーラテ0 、2モ ーラテ2、3モ ーラテ2、4モ ーラコ3・ テ3』 も、和 語 にお ける

東京 式アと中央 式アの対応 に捕われたもので、実 は俘勢ア老年層 の基本 ア型 は上に

あげた京都 アの ものに一致 す るのかも知れな い(上 記服 部氏 の場合 は京 都 アのもの

に一致す るようである)。 ともあれ、諸方言での、特に老年層 に関す る情報が望 ま

れ る。

 なお、和語 ・漢語では、〈千〉(〈 早〉も少し)は 、他の話者に比較すれば5モ

ーラコ4・ テ4型 の所属語彙が多いが、それらを基本ア型 とできるほどではない(

拙稿1988aの 前書き)。 ここで、もしも〈(早)千 〉のようなアが昇核現象の起こっ

ていない中央式諸方言の一般的な状態であるとすれば、外来語には昇核現象に関わ

る語がないと言うことになる。これは、要するに、外来語の大部分は基本ア型に属

するが、昇核現象が起こる前後で、基本ア型には変化がなかったということである
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と考 える(7節 参照)。

 上記 の いくつ かの中央 式の 方言の 「基本 ア型」(外 来語 だけでな く体 言一般)と 、

文献か ら明 らか にされ て いる、京都 アの変遷 との関連 につ いて、5モ ーラ体 言を申

心 に、触れ てお こう。

 桜井(1975)pp.142-182に よ ると、平安朝末期の京都 アの5モ ーラ体言 の基本 ア型

は、下表(a)の 諸型 のよ うで あった(但 し(3)の 語例 はあま り多 くないよう)。

 同書ではここで、寺川氏の著作を引用し、現代伊勢方言の 「基本ア型である」コ

4テ4型 は、平安朝末期の基本ア型が保存されたものであるとする。 しか し、平安

朝末期以降室町時代までに起 こったア変化によって、下表の(b)に 示すように、(2

)は核の位置が左に移動 したはずである:

(a)(平 安朝末期)   (b)

(1)上 上上上平 → ("ほ ぼ"不 変化)(コ4型)

(2)平 平平上平 → (コ2型)

(3)平上上上平 → (不変化)(テ4型)

(c)

コ4型

コ4型

テ4型

(d)

コ3型

コ3型

テ3型

 従 って、仮に伊勢 方言の基本 ア型がコ4テ4で あるに しても、それは古形がその

まま保存 された ものではない。一旦は、(b)の ように、高起 式ではコ4コ2の いず

れが基本 ア型 な のか がは っき りしない、不安定な状態 を経 た後で、(b)の(2)が さ ら

に変化 を起 こしてコ4型 にな り、核 の位置が統一 され た(核 の位置につ いては元 に

戻 った)と 考 えな けれ ばならな い((c)の 状態)。

 しか し、中央 式 の方 言には、(b)の ような状態 を通 った後 、(c)に は変 化をせず、

核 の位置 について は 「コ4コ2テ4」 の 「中間」であ り、 かつ語 の中央部 に核が あ

る 「コ3テ3」 に変化 した方言も多 いのではな いか(語 の 中央 に核があ る型 に変化

す るの は一つ のア変化 の方向である)。 つま り、(d)は 、必ず しも(c)か ら昇核 現

象 によ って変化 したも のだとは限らず、直接(b)か ら変化 した可能性もあ るのであ

る。但 し、 これ らの ことは資料がとぼ しいた め実証 する ことは難 しい。

なお、式保存 の法則 との関係につ いては上野(1984)を 参 照。

2ア にば らつ きがあ るものについて。

 まずモ ーラ別 ・型別 の語数 をあげる。

2モ ー ラ語 コ1と テ219語 、コ1と コ01語 、3種 類以上 の型1語

3モ ー ラ語 コ1と テ265語 、コ1と コ011語 、 コ1と テ03語 、3種 類 以上の

型9語 。
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4モ ー ラ語 コ1と テ237語 、 コ1と コ023語 、 コ0と テ0語15、 コ0と テ2

14語 、 テ2と テ35語 、 コ2と テ24語 、 コ1と コ23語 、 コ1と テ33語 、 コ

3と テ32語 、 テ0と テ22語 、 コ0と コ31語 、 テ0と コ11語 、 テoと テ3

1語 、3種 類 以 上 の 型65語 。

5モ ー ラ語 コ3と テ342語 、 コ3と コ123語 、 コ0と コ38語 、 コ3と コ45

語 、 テ3と テ22語 、 テ2と コ1語 、 コ1と テ31語 、 コ0と テ01語 、 テ2と

コ01語 、 テ2と コ21語 、 コ3と テ21語 、 コ4と テ41語 、3種 類 以上 の型

43語 。

6モ ー ラ語 コ4と テ4語23、 コ3と テ38語 、 コ4と コ58語 、 コ3と コ46語 、

テ2と コ44語 、 コ4と コ14語 、コ3と コ52語 、テ2と テ41語 、 コ5と テ

51語 、3種 類以上 の型27語

7モ ー ラ語 コ4と テ412語 、 コ5と テ511語 、 コ6と テ62語 、 コ5と コOl

語 、 コ4と コ51語 、 コ5と コ61語 、 コ4と コ1十 コ11語 、3種 類 以上 の型

6語 。

8モ ー ラ語 コ5と テ53語 、 コ6と テ63語 、 コ6と コ71語 、3種 類 以上 の 型

4語 。

下線部が語数 の多 いもので ある。 これ らについて、モー ラ数 別に いくつか述べ る

5モ ーラ以上 では、基本 ア型 と、それ と核 の位置が 同 じで式のみが異 なる型のば

らつきが多 い。基 本ア型以外 につ いても、核 の位置は 同 じで式のみが異な るという

ば らつ きを示す 語が多 い。数 の上では、全員が低起 式 でそろ って出 るも の(1節 参

照)よ りも、 このば らつ きを示すものの方がはるかに多 い。 一部は複合 語 で、前部

要 素が単独の語 として使われた場合のアが、式の異な る二 つの型 でば らつ いて いる

た めに、式保存 の法 則に したがって、複合語 でもば らつ きが生 じる ことがある(例

:ト マ ト(テ2、1)、 トマ トジュース(テ4、4))。 しか し、む しろ単純語 でも この タイプ

のばらつきは多 い。悪 い意 味 との関係で低起式が現 れるもの もあるが、 これ と言 っ

た理 由も見あた らないのに低起 式が散発的に現れるものも多 い。

 このタイプのばらつきを示す語彙については、話者によって高起式 ・低起式の現

れる割合が若干異なる。5モ ーラ以上の語で、基本ア型以外のものも含めて、各話

者別に、このタイプのばらつきを示す語彙の中で、低起式の現れる割合を下に示す。

同一話者内で低起 ・高起併用の場合は0、5と数える(表 では四捨五入して示す)。

「調査語数」は該当する語彙で各話者に聞いた語数から、無回答 ・無記載(<平 楳

〉)を 除いたもの。以下において、 「高起式低起式搖れ亅のように 「搖れ」という

語 を用いることがあるが、これは、何人かの話者を調べるとアが一致せずばらつく

という意味で、一人の話著の中では 「搖れている」とは限 らない。
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 下表では、明瞭な世代差も見られないが、高齢の一部の話者に高起式が比較的多

く現れる、とは言えるかも知れない。

低起式語数

高起低起ユレ調査語数

低起式出現%

真 筆 和 三 栗 林 中 長 橋 大 田 泉 平 楳 千

48 49  50  50  41 36 31  26  64  50  34  37 38 21 40

98 99 100 100  99 97 97 100 100 100 100  98 69 83 98

50 50  50  50  41 36 32  26  64  50  34  38 5425 41

 4モ ー ラでは基本 ア型 としたコ1・ テ2の 両形 にばらつ くものが多 く、 このこ と

か らも、 コ1・ テ2の どちらか一方を基本 ア型 とす ることは困難 と考 え られる。そ

れ につ いでこれ らの型 とコ0型(漢 語の基本 ア型)に ば らつ くものが多 い。

 2・3モ ーラで はコ1型 とテ2型 にばらつ くものが多 い。 これ らは、略語 ・悪 い

意 味 を持つ場合 が多 い(金 田一1985、 拙稿1987b・1988c)。 ここで注意すべ きは、そ

う いった語彙で も、全部 の話者がテ2型 で安定 して いるも のはご くわず かで、コ1

でかな り安定 して いるも のや、テ2と ば らつ くものが大部分 であるということであ

る。

 2モ ー ラにつ いてはだ いた いこれ で説明できるが、3モ ーラテ2型 の場合 はそれ

だ けでは説明で きな いものも多 い。それ以外 の説 明 として、最 も有効な のは、語末

モ ーラがモーラ音素 の場合はテ2に な りやす い(吉 原1983)と いうことで ある(稿 末

一覧表参 照) 。 また、あ る程 度原語 のア と関係付 け られ る もの もある(3節 参照)。

しか し、理 由が よ くわか らな いのに散発的にテ2が 現れ る ものが ある(例:カ ナ ダ、

カ メラ、 ダブル)。 こ う言った語彙 はある程度 よ く熟 した物が多 いとは言え るに し

て も、なぜ特定 の語彙 にだけテ2が 現れるのかははっき り しな い。あ るいは第2第

3モ ーラに有声 子音 が含 まれている場合 に多 いか とも思わ れる。 この間題 について

は6節 も参照 。

 話者別 に2・3モ ー ラコ1と テ2の 現れる割合 を下に示す 。 ここで 「m」 は促音

以外のモ ーラ音 素 を示 す。拙稿(1988ap.50)「 け」で、3モ ーラテ2型 はあ る程度

若 い人の方が多 いと書 いたが、下表 では、必 ず しもそ うは言 えない。 これ は、本稿

の若 い方の話者(〈 真筆〉)の アが同世代の平均的な話者 に比べ てかな り保守的で

あ ること(拙 稿1988c)と 関係するかも知れな い。 また、 コ1と テ2の 両方のアが行

われて いる場合 、テ2は ある程度 「田舎臭 い」 「よ くな い」 といった 印象 を与える

ことがあ るので、話者 の 「好 み」で、コ1が 多か った りテ2が 多か った りす ること

が あるようであ る(上 記拙稿)。 従って単純な世代差 といった形 では出てこな い可

能性が高 い。 さ らに若年層 では共通語化その他の要因な ども考慮 しな ければな らな

い。ただ 、老年 層の話者 については、テ2が 少な くコ1が 多 い話者(<栗 安田泉早
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千 〉)は 、外来 語がやや 「苦手」であることと関係す る らしく思 われ る。 ある程度

その語が話者 に とって親 しいものであることが、テ2に な るための、一 っの必要 な

条件なのであ ろ う。

2モ ーラ   真 筆 和 三 栗 林 中 長 橋 安 大 佐 田 泉 平 楳 早 千

テ2語 数   34764109111271111435476

テ2・コ1ユレ語 数  142020201720182020162915191214161117

テ2出 現%  211833302448505358445373182536246435

3モ ーラ

OOm以 外

テ2語 数   914131211222018209221491417231011

テ2・コ1ユレ語 数  394040403439404040344034373440383234

テ2出 現%  223533303255504549265440233843593032

○Om

 テ2語 数   141716121217121518 5151710814181111

 テ2・コ1ユレ語 数  353535352935353535303529323035332622

 テ2出 現%  404944334047344350174057302540554250

○ ○ 魚 ・そ れ 以 外 計

 テ2語 数   233129242338323337143630182131412122

 テ2・コ1ユレ語 数  747575756374757575647563696475715856

 テ2出 現%  304138313651434449224748263241573539

3.原 語 のア との関係 につ いて。

 従来、原語のアは外来語のアにはそれほどひどくは影響は与えないといわれてお

り(楳 垣(1943)な ど)、 筆者もそれに同意するが、両者はまったく無関係ではない。

以下、関係があると思われる場合について述べる。原語が英語でかつ単純語の場合

についてのみ扱 うことにする。なお、本節にあげる例の一部は稿末の資料によらず、

筆者自身の内省にのみ基づくものがある。

 タト来語のアへの影響を考える前に、京都アの話者が、外国語として英単語を単独

言 い切 りで発音する場合や、英語のネーティブスピーカーが英単語を単独言い切 り

で発話する場合の音調について述べる。外国語として聞いたり発話した りする場合

も、通常は、程度の違いはあれ、京都方言の音韻 ・ア体系 に引きつけて聞いたり発

話 したりしているため、外来語のアと、タト国語 としての発話 ・聞き取 りの音調は、

或程度は関係があると思われるのである。ここでは、外国語 として発話 ・聞き取り

をする時、特に京都方言に 「強く引きつけた」場合について述べる。
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 「式」 (上昇位置 と、大幅な下 降に出会うまでの音調)に っ いて。外国語 として

は、英語で語頭音節 に強勢 がある場合(京 都 アでは原則的 に はコ1型 で受け入れる)

を除き、 「低起 式 」 と同 じ音調 で発音 した り聞 こえた りす るのが原則である。例:

パ ー 「セ「 ン ト～pr「se「nt。

 「下 げ核 」(下 降 の位置)に ついては次の(1)～(3)の 通 りと思われる。

 (1)英 語 で強勢 が ある音節が(C)V。(こ こでV。 は 「短 母音」)の 場 合。この場

合、英 語で強勢 が ある音節 を、1モ ーラとして発話 した り聞 こえた りし、そのモ ー

ラ のあ とに 「核 」。例:「 メ「ニ ュー 、 「パ、 ナマ。

 (2)英 語 で強勢 が ある音節が(C)Vl(こ こでV1は 「 「長母音 」 また は、後半が

「ijの 二重 母音)ま たは(c)VN (こ こでNは 任意の 鼻子音)の 場合。 この場合、

英語 で強勢 があ る音節 は、2モ ーラ1音 節 として発話 した り聞こえた りし、その音

節 の第一 モーラ に 「核 」。例:「 ア「 一モ ン ド、 「ハ「 イキ ング、 「ナ「 ンセ ンス。

 (3)英語で強勢がある音節が、2モ ーラ2音 節として発話 したり聞こえたりする場

合。この場合は二つに分かれる。

 英語で強勢がある音節が二重母音を含み、その二重母音の後半部がi以外の場合、

日本語側では連母音(ま たは連母音+引 き音)と して受け入れる。その際その連母

音の第一モーラに核がある。例:「 エ]ア ー、 「ア「 ウト。

 英語で強勢がある音節の、初頭に子音連続があるand/or末 尾に鼻子音以外の子音

または子音連続があるとき、 日本語側で母音 を挿入した場合である(母 音挿入の規

則については略す)。 この場合、挿入 した母音を含む音節ではな く、原語にもとも

とある母音(に 対応する母音)を 含む音節内部に 「核」がある。そしてその母音を

含む音節が長い場合 は、その第一モーラに 「核」がある。例:ス 「キ「 一、プ 「ラ

]イ バシー、 ト「ラ]ン ク。なお、英語で閉音節の場合、 日本語で 「核」のあるモ

ーラの後に促音 を挿入することがあるが、この場合も 「核」は動かず、促音のあと

に下降がある。例:「 ヒッ「 ト。

但 し、上記の 「核 」の位置 につ いての(2)に は例外 がある。

(a)パ ー 「セコ ン ト、エキス 「パコ ー ト(英 語 で語末音節 に強勢がある場合)。

(b)「 モ「 一ニ ング～ 「モー「 ニ ング、 「チャ「 ンピオ ン～ 「チ ャン、 ピオ ン(英

語で語頭音節 に強勢 があ る場合)。

 (c)ア 「パコ ー トメン ト～ ア 「パー「 トメン ト、セ ンテ ィ 「メ]ン タル～セ ンテ

イ 「メン「 タル(英 語で語中音節に強勢がある場合)。

 (a)は 原則通りの音調のみ。(b)(c)に は例外の2モ ーラ1音 節全体が高い音調も現

われる。(b)(c)で も、とくに聞き取りではなく発話の場合には、原則通 りの音調の

みのことが多いと思われるが、調査不十分で断言はできない。なお、(a)に 例外的な

音調が現われないのは、英語では、ポーズの直前の音節では下降の位置や大きさが
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他の位置の音節 と異なっていることが影響しているのかも知れない。

次に外来語 と してのアとの 関連 につ いて述べ る。

式にっ いては、上述 のように外国語 としては、 「低起式 」であ るが、外 来語 とし

ての音調では、特に英語にある程度親しんでいる話者に低起式が多いともいえず(

2節 表、但 し5節 参照)、 不明である。

 核 につ いては、タト国語 としての音調に近 いものが、英語 にあ る程 度親 しんでいる

話者 に現 われ やす いと言えそ うであ る。但 し、上記(2)の 例 外の(c)は 外来 語 として

の音調 には現 れな い(低 起式で2モ ーラ高い型 は不可)。 例 外の(b)に つ いては後述。

核 につ いて具体 的 にみて行 こう。基 本ア型 に属するものは、原語の アの 影響の有無

が不 明瞭 なので略す る。基 本 ア型のもう一つ左のモ ーラに核 があるもの も、そのモ

ーラの次がモー ラ音素のものが非常 に多 く、そのせ いで核 が左にずれた とも考 えら

れ、よ くわか らな いの で略す る。 これ以タトで、原語 のアの影 響 と思 われ るものに、

次 の(1)(2)の 二つの タイプがある。

 (1)5モ ーラ以上で コ1型 と基 本ア型 のばらつきが でる場合 、コ1型 は原語 のアの

影響 かと思 われ る場合が多 い。

 5モ ーラコ2型 で、かつ第 ニモーラがモーラ音素の場合 も原語 のア と関係があ る

か と思 われ るが、 これにっいては次節参照。6モ ーラ以上 につ いては、調査語例が

少な いので略 す。

 下 に、5モ ーラで コ1と コ3・ テ3の ば らつきがで る語 で 、コ1型 の 出現%を 話

者別 にあげる。外来語の苦手 なく田泉千〉 にコ1が 少な い(但 しく栗 〉 は例外)。

こ とか らも上 に書 いた ことが裏付 け られ よう。 なお、 「ア ドバ イス(コ1)、 タンバ リ

ン(コ1)」 のような 「正 しくな い」アも現われる ことに注意 。

        真 筆 和 三 栗 林 中 長 橋 大 田 泉 平 楳 千

コ1語 数    23221818171420222023 8 1122112

コヱコ3ユレ調査語数 363636363636363636 363634 333235

コ1出 現%   6360495046395760546322 3366634

 (2)も う一っは2節 で述べた、3モ ーラで、○Omか つテ2型 のものである。この

場合、第一モーラは日本語側で母音を挿入してできたものが多く、原語の音調の影

響 を受ければテ2型 になることが予想される。ここでもく安田泉〉にテ2型 が少な

い(但 し〈栗早千〉は例外的)こ とは、ある程度は原語のアと関係があることを示

していよう。

4.モ ーラ音素 との関係につ いて。
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外 来語 にお いて はモ ーラ音素 が核を担 う場合 は非常に少な く、促音以外 の場合 は、

モ ー ラ音素 の前 のモー ラに核 がある場合がほ とん どである(小 暮1982そ の他 に指摘)

。促 音の場合 は拙 稿(1988ap.45)に 述べたこ とが 、具体 的な音調 ・対立のあ り方 と

も に、その まま当ては まる。以下 にお いては促音以外の場 合につ いてのみ考 えてい

く。

 基本ア型との関連で考えると、基本ア型だ とモーラ音素が核 を担 うことになる場

合 は、その前のモーラに核があることが多い。例:

4モ ーラ OmOO… … テ2は ほ どん どな くコ1が 多 い

5モ ーラ ○OmOO… ・コ3テ3は ほ とん どな くテ2が 多 い

6モ ーラ ○OOmOO・ ・コ4テ4は ほ とん どな くコ3テ3が 多 い

ここで、5モ ー ラで コ2型 があま りないの は、京都 アで コ2が 嫌われ ると言 うこ

とと、原語の音調など関係しよう。具体例は稿末一覧表 を参照。

 この現象は、共通語の影響 と考えられないこともないが、顕著な世代差もないこ

とか ら(但 し後 述の 『例外」参照)、 少な くとも この現 象のすべて をそ のせ いだ と

す る ことはで きな い(cf.漢 語 ・和語の場合)。

 別の理 由としては、原語の音調との関連が考えられる。3節 で述べたように、京

都アの話者にとって外国語としての英単語は、 「低起式でモーラ音素の前のモーラ

に核がある」音調に近く発音 したり聞こえたりするのである。あるいは、こちらの

ほうがより重要な理由かも知れないが、さらに考えるべきである。

 ところで、外来語ではモーラ音素が核を担いにくいというのは、あくまで傾向で

あって、絶対的な規則ではない。少ないなが ら(特 に老年層)、 モーラ音素が核を

担う例がある。それらを列挙する。 「多」とあるのは4名 以上の話者に例外が現わ

れるもの。

 (a)カ レ ン ダー(平 テ3)、 ク ロ ー バ ー(大 テ3)、 コ ロ ンブ ス(千 テ3)、 ス キー ヤ ー(大 田

テ3)、 ス テ ン レス(大 田千 コ3)、 フ ラ イパ ン(多 テ3コ3)、 ブ ラ ンデ ー(大 楳 コ3)、 レモ ンテ

ィ ー(多 コ3)、 ネ ク タ イ ピ ン(多 コ4)、 ホ ン コ ン シャ ツ(多 コ4)、 サ ラ リー マ ン(大 田コ4)、

ス ー パ ー マ ン(多 コ4)、 チ ンパ ンジ ー(楳 コ4)、 ピ ー ター パ ン(・多コ4)、 ス チ ュ ワー デ ス

(楳 コ4)、 トロ リー バ ス(栗 コ4)、 ナ ンバ ー ワ ン(栗 長橋 コ4)、BCG(泉 コ4)、 PTA(田

コ4)、 フ ァ ツシ ョ ン シ ョー(多 コ4)、 ワ ンマ ン カー(多 コ4)、 ワ ンマ ン シ ョー(多 コ4)。

(b)タ ン ゴ(林 長 テ2)。

(c)イ ン タ ビュ ー(楳 コ2)、 タ ンバ リン(林 コ2)、 トー ス タ ー(楳 コ2)、 マ ー ガ リ ン(林

楳 コ2)、マーケ ッ ト(林コ2)、モーニ ング(林 橋 コ2)、ラ ンデ ブー(楳 コ2)、インス タン ト

(中 コ2)、サイ ク リング(林 大楳 コ2)、 トーナ メン ト(橋 大楳 コ2)。

 (d)オ ー ケ ー(多 コ2)、 シ ャ ンパ ン(三 コ2)、 バ イバ イ(真 コ2、三 テ2)、 ツ ー ダ ン(長 コ2)、

ワ ンマ ン(長 コ2)。 オ ー プ ン(早 テ2)。
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 上例 中、(a)は 基本 ア型 になっているもの である。基 本 ア型 の場合 には、数は多 く

な いとは言え、核が前 にずれ ない ことがあ る例である。 ここで、 「多 」の例 はいず

れ もモーラ音素 の後 に形態素 の切れ 目があ り、その後 に2モ ー ラの要素 がつ いて い

る。 この場合 、複合名詞の ア規則(次 節参照)か らもモー ラ音素 に核 が くることが

予想 される。基 本 ア型 と複合名詞 のア規則の二つが、モ ー ラ音素 に核 がお きに くい

という傾向 と競 合 して、勝 った例 である。

 (b)は 珍 しい例 で、基本 ア型 からもはずれている。ある いは地名 の 「丹 後」(テ2)と

の牽引であろ うか。

 (c)は 、 いずれ も語頭の音節 内に核があ り、3節 で述べ た原語の音調 の聞 こえかた

や発音の例 外が関係す るか と思 われ る。 この(c)の 音調 は一部の話者 に しか現われな

い し、その話者 につ いても ご く一部の語にのみ現れ 、大部 分は 「正規 の』○「mで

あ る。高齢 で、かつ外来語が苦手 でな い話老 に現われ るよ うであ るが 、その条件は

あ まり明瞭 ではな い。

 (d)も(c)と 同様の解釈が可能で あるが、テ2も 現 われ る し、(c)と は異 なる話者 に

現 われる ことも問題であろ う。 またツー ダン、 ワンマ ンの例 は2+2に 切 れるこ と

と、バイバイ ・オ―ケーは何 らかのイ ン トネーションと関係 があ るかも知 れない。

5。 複合名詞 の アにつ いて。

 本稿 では、 「複合名詞」 を秋永(1981)の 「結合名詞」 の意で用 いる。 同書の 「癒

合 名詞」は、外 来語の場合は2+2の ものに限られ、例が ごく少な いの で略する。

 外来語の場合 は、 よほ ど外国語 に堪能でなければ、話者 に とって語構成 な どは十

分透明でないこ とが多 いと思 われ る。そのた め、和 田(1951)に も述 べ られているよ

うに 「正 しい」語構成 とは別 に、話者が 「適 当に」 いくつ かに切 って しまうことが

あ り、それ がアに反映する ことがあると思われる。 しか し、一般 の話者 を相手 にし

た調査 ではそう言 った ことを いち いち確認す るのはた いへん むず か しい。本節では、

一応話者が 「正 しい」語構成 を意識 している と仮定 した上 で考察 して行 く。

 まず式保存の法則について。外来語でも、和語 ・漢語同様、式保存の法則はほぼ

成 り立ち、また、例外も若干ある。以下にその例外を列挙する。

 各語の右側の話者が例外となる人(そ れ以外の話者は例外にはならない)。 「前

部要素が、単独の語としてコ ・テ併用、複合語でコまたはテのみ」及びその逆の場

合 は、確認調査 をすれば 「単純語複合語ともにコ・テ併用」の可能性があるので省

く。以下にあげる語彙の一部も、確認調査をすれば例外でなくなる可能性もないで

はないが、とりあえず列挙する。なお、複合語は調査 しても前部要素単独のアを調

査 していない場合が若干あるが、それらはとりあげない。

(1)前部要素単独で高起式 ・複合名詞で低起式のもの(14語):カ ツライス(橋大)、
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ボ デ ィー ビル(田 泉千)、 レモ ンティー(橋)、 バ ックネ ッ ト(真筆和三平)、 バ ックミ

ラー(真 筆和三平)、 バ レーボール(中 長大楳)、 ボデ ィーガー ド(田)、 ミス プ リン ト

(真筆 和三林 中長橋 平楳(但 しミスプ リ+ントな ら例外 で はな くな る))、 アイス ク リーム(真

筆和三 栗林 中長 大田泉平千)、 ラグビーボール(中 橋 千)、 ラッキーセブ ン(橋 大千)、

アイスキャ ンデ ー(真 筆和三栗林橋田泉平千)、 アイスコー ヒー(真 筆和林 橋田泉千)、

ア イス ホ ッケー(真 筆 和三林橋 田泉平千)。

 (2)前 部要 素単独 で低起式 ・複合名詞 で高起式 のもの(13語):ス ポーツカー(長 大

)、 スポ ーツマ ン(長 大)、 トマ トジュース(林)、 フランスパ ン(和)、 スケ ー トリンク

(長)、 ス ター トライン(林 長大)、 スタンプイ ンキ(長 楳)、 ホ ワイ トハ ウス(林 長大佐

田泉楳)、 オ レンジジュース(田)、 トマ トケチ ャップ(林)、 アセ チ レンガ ス(大 平楳

)、 スチーム アイ ロン(千)、 スポーツセ ンター(橋)。

 (1)(2)両 方 が現われ るもの(3語):プ ロパ ンガス(長(1)林(2))、 スケ ッチブック

(林(1)楳(2))、 コンタク トレンズ(泉(1)大(2))。

 上 記(1)と(2)は 、語数 ではほぼ同 じであるが、(2)は ごく一部の話者に しか現われ

な い語がほ とん どで あるのに対 して、(1)は 多 くの話者に現われ る語がかな りあ る。

また、(1)は すべ ての話者に例 が現われるが、(2)は く真筆 三〉(若 い方の話者)に

は例 が一つ もな い。老年層にやや例が多 いのかも知 れない(拙 稿1988ap.47-48「 う」

)。 逆 に(1)は 若 年層 にやや多 いのかも知れな いが、何 とも言えな い。 また、(2)の

前部 要素 は4モ ーラテ2型 のものが多 いが、 これは、4モ ー ラのみが基 本 ア型が低

起 式だが、他 のモー ラ数では基本 ア型が高起 式である ことと関係す るのかも知れな

い。 しか し、 なぜ特 定の語彙 にのみ例外が現 われるのかはは っきりしな い。

次 に核 の位置 につ いて。

核 の位置 につ いて は、鞠田(1942、1951)に 述 べ られて いることがその まま外来 語に

当ては まるの で繰 り返 さない。但 し、後部要 素が単 独で3モ ーラテ2型 の場合 、外

来語 は和 語や漢語 よ りもやや その核 を生かす場合 がやや 目だつよ うである。例:オ

ール ス ター(5 、4)、ク リスマスツリー(7、6)。 原語 の音調 と関係す るのであろう。

 なお、和語 ・漢語については、後部要素が単独で3モ ーラコ2テ2型 の場合、〈

千〉とそれ以外の話者でアが異なることが多いのであるが(拙 稿1988a)、 外来語の

場合はそういった語はあまり目だたない。これは、ある程度はく千〉のアが共通語

や京都旧市内のアに影響されているということもあろうが、むしろ上記のように旧

市内のアで核を生かすことが多いためであろう。

6.共 通語 ア との対応 につ いて。

 共通語 アとの対応 につ いては、逐一調査 したわけではな いので、和 田(1951)、 奥

村(1961)、 小暮(1982)な どを利用 しなが ら、問題 にな りそ うな ことに若干 ふれるに
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と どめ る 。

 従来、外来語では、共通語アと京都アは核の位置が一致する語が大部分であるこ

とが指摘されている。しかし、その原因については必ずしも意見が一致 しているわ

けではない。

 小暮上記論文 では、 「共通 語アを耳か ら聞 いて、その音 調 に"一 番似 て いる"京

都 アの型で受 け入れ たためである」 とする、そ して根拠 と して、 「5モ ーラタト来語

はコ3型 が多 いが、 関西の5モ ーラ基本ア型 は、テ4型 で あって両老が一致 しない」

こ とがあげ られ ている(関 西の5モ ーラ基本 ア型をテ4型 とす るのは寺 川他(1944)

に従 ったもので あろ う)。

 しか し、上述 のよ うに、京 都ア(お そらく近畿中央部の 中央式 ア全般)の5モ ー

ラ基本 ア型はテ4型 ではな くてコ3型 であって、実は両者 は一致 しているのである。

従 って、共通語 アの影響 ではな くて、単に京都 アの基本 ア型 に従 っているだけなの

か も知れな いの である。共通 語アの影響の有 無につ いては断定的 なことは言えない。

も ちろん京都 ア若年層 におけ る共通語化は顕著であるが(拙 稿1987b、1988c)、 外来

語 の場合 は老若 のアの差 があ まりなく、少な くともすべ て を共通語の アの影響 とす

ることは如何か と考 える。

ところで、小暮(1982)に よる と、共通語ア と核が一致 しな いものが若干 ある。 そこ

にあげ られて いるもので、語数 が多 く、 また注 目されるの は、2モ ーラ 「共通語1

一京都テ2」3モ ーラ 「共通 語1― 京都テ2」 のものであ る。2モ ー ラでは、京都

アでテ2が 現れ るほ とん どの語が これ に該当す るし、3モ ーラでは、OOm以 外 の

語彙の多 くが これに属する:ア ダム、アテネ、 アロハ、オ フィス、カナダ、カフエ 、

カメラ、クイズ、 クラブ、 グリル、ゲリラ、ココア、ゴ リラ、コロナ 、シネマ 、ダ

ブル、 タンゴ、 テ レビ、 トイ レ、 ドラマ、 ドレス、ニグロ、バナ ナ、パ ナマ、 プラ

グ、 ブラシ、 フラ ノ、ラ ジオ、マ ダム、マニヤ、マニラ、 ラベル 、ロシァ。 これ は、

ES生(1983)以 来話題 にな って いる 「共通語 アと対応 を作 り上 げる」 ということに

関係す る可能性 が ある例 である。それに関連 して拙稿(1988b)p.50、(1988c)も 参照。

いずれ に しても、 この現象 は散発的 にいくつかの語 にみ られ るものであ って、 「生

産的 に"共 通語1一 京都 アテ2"の 対応を作 り上げ る」、 あ るいは 「3モ ーラ外来

語 の基本 ア型 はテ2型 である」、あるいは 「3モ ーラコ1型 は京都 アで は嫌われ る

型 なの でテ2型 に変換 して外来語 を受け入れ る亅(山 口1986)と いうことが言 えるほ

どではな い。

7.話 者 の 「孤癖 」 につ いて。

 各話者に現われる孤例の数を下に示す。但 しく安佐早〉は未調査語数が多いので、

その話者については対象外とする。
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話者 真 筆 和 三 栗 林 中 長 橋 大 田 泉 平 楳 千

孤例数 14 1 1 9 511111119231022115815

 〈楳 〉 に孤例 が多 い。一部 は誤植 によるものか と思 われ る。 しか し、英語 のアの

影 響 と思われ る物 もあ るようである(拙 稿1988ap.50「 け2」):例 「アロハ(テ2)、

ドレス(テ2)」 。 これに対 し、〈筆和〉は非常 に孤例が 少な い。〈和〉は〈三〉 と同

席 で調査 し、主 にく三〉 に読んでもらって、〈和〉 はそれ と違 う場合 に指摘す る、

という方法 が影響 して いるものか と思われ る。〈筆〉 につ いては、調査 ・整理 を通

じて色々な話 者 のアの知 識を持 って いるので、無意識 に 「無難 な(そ して古 い)」

アを選 んで しまう とい うことがあるかもしれな い。

 また、全般に孤例の数は非常に少ない(調 査語彙の1%内 外)。 〈千〉は昇核現

象が起 こっていないという点で他の話者(旧 市内)と は異なり、和語 ・漢語ではも

っと多 くの孤例が出るのであるが、外来語の場合はそういったことはない。これは、

一つには京都旧市内のアや共通語の影響ということも考えられるが、その他に、昇

核現象を起こしていないアにおいても、昇核現象に関わる型(例:3モ ーラコ2型)

は、既に 「基本ア型 ・好 まれる型」ではないからであろう(1節 も参照)。

8.そ の他の い くつ かの問題 につ いて。

 アル ファベ ッ トを並べ た語(PTA、 YMCAな ど)の アにつ いて。核 の位置に

っ いて は次末モ ーラ にある話者が多い(吉 原1982p.18)。 但 し、も う1モ ーラ左に

ずれて次次末モ ー ラに核が置かれた り(基 本 ア型化)、 そ こがモー ラ音素 であるた

めに さらにも う1モ ーラ左にずれることがある:PTA(コ5、 テ5、コ4)、 SOS(コ5、 コ3

、テ3)。式 につ いては原則 として高起式であるが、〈大 〉 と一部く林〉な どに低起 式

が現われ る。孤癖 で あろうか。

 省略語のア につ いて。吉原(1982μ19)で は、省略語 のアは 「2モ ーラではコ1テ

2、3モ ーラで は コ1(さ らにコ0も)、4モ ーラではテOと されているが、現 実

に はそれほ ど単純 で はな い。2モ ーラについては問題 はな い。3モ ーラではコ1以

外 ではテ2が 多 く、 コ0や(指 摘 されていな いが)テ0(例:カ レー)な どは少数 。

 5モ ーラ以上 の、 「対立 ・対照 ・並立す る語 の重 なった」外来 語のアにつ いては、

原則 として吉原(1982p.19)の 指摘通 り、複合 名詞(5節)の ア規 則に従 うが、一部

の話者 に2語 連 続の形 も現われる ことがある:プ ラスマイナス(コ4、コ1+コ0)。2語 連

続 の形 は、その一部 は、話老があ まり使わない語 であるた め に、 「苦 し紛れに」読

ん だアの可能性 もある。

畳語 のア。吉 原(1982p.20)は コ1と するが 、そう とも限 らな いよ う:バ イバイ(コ
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0、テ2、コ2、コ1)、ゼ ロゼ ロ(テ0、テ3、コ1+コ1)。外来 語の畳 語は非常 に例 が少な い し(4モ

ー ラのみか) ,そ のわず かな例も和語 ・漢話 の場合 と異な り、意昧的 に まとまって

お らず、それ らを一括 してアの傾 向を考えること自体 問題 かも知れな い。

 拙稿(1988ap.50) 「け」に関連 して、 「○○ ッ○ 」で コ1・ テ2に 搖 れるものに

っ いて(一 部訂 正 を含 む)。 まず、これに該 当するもの をま とめて、コ1の 出現数

を下に示す 。

         真 筆 和 三 栗 林 中 長 橋 大 佐 田 泉 平 楳 早 千

コ1語 数     743828685493311131

テ2・コ1ユレ調 査語数  2222222219222222222219221921211919

 ここでは明瞭な世代差などは不明である。なお、○○ッ○以外でコ1テ2に 搖れ

るものも、明瞭な世代差は現れない(数 字の提示は略す)。

 しか し、○○ ッ○ でコ1テ2に 搖れ るものを、共通語 で、(1)共 ア1・2搖 れ 、

(2)2の み、の どち らで対応す るかに分けて考 えると、(2)に 関 しては比較 的明瞭な

世代差がみ られ る。なお、i共通語で上の(1)(2)以 外 の対応 を示す語 はな い。(2)に 該

当す る語彙 はアベ ック、ケチャ ップ、スコッチ、スコ ップ、 ステ ッキ、 ブ リッジの

7語 である。下 表か らわかる ように若 い話老 く真筆 和平 〉 にはコ1型 が一語 も現れ

ず、テ2の みで ある。

        真 筆 和 三 栗 林 中 長 橋 大 佐 田 泉 平 楳 早 千

対応(2)コ1語数  0002153432 5320220

対応(2)調 査語数 77777777777777777

 これ は、共通語化 とい うことで説 明で きる。 また 「アベ ック ・ケチャ ップ」以外

は、原語のア に近付 ける変 化 ということでも説明できる(3節 参照)。 いず れが主

要 な原因か不明。 なお、 「アベ ック」の コ1は く楳 〉のみ に現れ るので、例外 的な

物 かも しれな い。

 「スケッチ、 スコ ッチ、ス コップ、ステ ッキ、ブ リッジ」のコ1は 、 原語の子音

連続 の間 に母音 を挿 入 した、 その挿入母音を含むモーラに核 があ り、珍 しいもので

あるが、なぜ京都 ア老 年層 の一部で、そのような型 になる のかは不 明である。
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調 査 結 果 一 覧

 「全 員コ1」 のよ うに示 した のは、 「その語 を調 査 した話者全員(全 話者 について調査 した とは限 らない)、 またく平 楳〉に記載 されてい

る場 合はそれ も含めて、 コ1jの 意 であ る。

 「コ1・ テ2搖 れ 」 の よ う に示 した の は 、 「話 者 に よ って 、 コ1の 人 と テ2の 人 が い る 」 意 で あ る。 一 人 の 話 者 が コ1と テ2の 両 方 の ア を

持 って い る と は限 らな い 。 その 場 合 、 具 体 的 に 、 各話 者 が どの よ うな ア を 持 つ か は原 則 的 に は 示 さな い 。 但 し、 一 人 の話 者 の み が そ の ―アを持

っ 場 合(孤 例)は 、 そ の 詔 者 の名 を あ げ る。 例 え ば 、 「タ フ(]1.林 テ2)」 は 「〈林 〉の み は テ2(ま た は テ2・ コ1の 併 用)、 ほか の 調 査 した

話 者 全員 コ1(〈 平 楳 〉 に 記 載 さ れ て い る場 合 は そ れ も コ1)。

 「ス テ レオ(コ0、テ0、テ2.泉 テ3)」 は、 「〈泉 〉の み は テ3(ま た は それ と コ0テ0テ2と の 併 用)、 ほ か の謌 査 した 話 者 の2名 以 上 が コ0テ 〔}

テ2の いず れ か ま た は そ れ ら の二 っ 以 上 の ア を 持 っjこ と を示 す 。

各語 の意味 や、音訛につ いては省略す る。 この点に関 して3モ ー ラまで は拙稿(1987aj988ab)を 参照。

項目の立てかたは上記拙稿 に倣 ったため、些細な音訛 を別立てにす るな ど一部不統一な点が あるが ご容赦願 いたい。

2モ ー ラ(70語)

全 員 コ1(45語)

イブ  カ ッ  ガ ム  ギ ア  キ―  キ ス  ギ ャラ キ ロ

ダ ム  チ ェ コ チ ェ ス チ ェ ロ チ ャ コ ドア  ドル  ー ユ ー

へ11  ペ ン  ボ ス  マ マ  ミス  ミス  ミニ  ミ リ

全 員 テ2(3語)

 サ ボ  セ コ  ヒス

全 員 テ0(1語)

 カ ン

コ1・ テ2搖 れ(19語)

 ア マ  エ ロ  グ ロ  コ ネ  ス ト  チ ョコ デ マ  デ モ

 テ ロ(コ1.大 テ2) フル(コL中 テ2) ル ビ(コ1、 橋 テ2) ロ ス(コ1.林 テ2)

コ1・ コ0揺 れ(1語)

 ヒレ

そ の他(1語)

 ス フ(コ1、テ2、橋 テ0)

ゴ ム  ジ ヤ ズ シ ャ ツ

バ ス  パ ス  パ パ

メス  ラオ  ラ シ ャ

ジャ ム シ ョー ゼ ロ  ソ ロ  タ イ

ハ ム  パ ン  ビ ル  ピン  ペ ア

ラ ブ  リ ラ

ネガ  ブル  モガ  モ ス モボ ロ ケ タ フ(二ll .林 テ2)

3モ ー ラ(382語)

全員 コ1(281語)

アー チ

カー ド

カ ラー

キ ャ ン プ

ゲー ム

コ ッ ク

サ イ ド

シヤ ベ ル

セ ―ソト

タ イ ル

チ エ ック

テ ― ブ

ナ イ ス

ノ ッ ト

バ ツ ト

ヒ ッ ト

プ ラ ス

ペ ンキ

ボ ー ロ

マ イル

メ ロ ン

フ ツ ソユ

ルー ル

ロ ダ ン

ア ー ル

ガ-ド

カ ル タ

キ ユ ー バ

ゲ ス ト

ゴ ―ソホ

サ.ソ ク

シ ヤ ワー

ゼ リー

ダ ウ ン

チ ェ ン ジ

ア ー マ

ナ イ フ

ハ ― ト

パ ッチ

ヒ ュー ズ

フ ラ ン

ベ ンチ

ポ ス ト

マ ス ク

モ ― ド

ラ ンチ

レ― ス

ワ イ フ

全員テ2(7語)

 ココァ  ゴ リラ

全員 コ0(5語)

ア ル ミ コ ッ プ

ア ウ ト

カ ー ブ

カ ル デ

ギ リ シ ャ

ケ ッ ト

コ ピー

サ ドル

ジ ヤ ン プ

セ ン ス

タ オ ル

チ ッ キ

テ ス ト

ナ イ ン

ハ ー フ

ノぐツノ、

ヒ ュ.ソ テ

フ レス

ペ ンチ

ボ タ ン

マ ス ト

モ ー ル

ラ ンプ

レ タ ス

ワ イ ン

ス キ ―

ジ パ ン

ア ツ フ

カ ー ル

カ ンア

キ ル ク

コ イ ン

コ フ フ

サ ラダ

ジヤ ンル

セ ンチ

ダ ッ シュ

チ ック

デ ッキ

ナ チ ス

パ ー ル

バ トン

ビル マ

ペ ー ジ

ホ ー ク

ポ ―ソ ト

マ ―ソ ト

ヤ ー ド

リ― ド

レバ ー

ワ ッ ト

ス コア

ア ル ト

ガ イ ド

ギ ター

キ ン グ

コ― ス

コ ル ク

サ ロ ン

シ ョ― ル

ソ ― ス

タ ッチ

チ ップ

テ ニ ス

ナ ポ リ

バ イ ク

パ ル プ

ピ ンク

ベ ― ル

ポ ー ク

ホ テ ル

ミー ラ

ヤ-ル

リス ト

レフ ト

ワル ツ

スペ ア

ジ ュバ ン ラ ムネ

イ ンキ

カ イ ロ

キ ック

ク ラス

コ― チ

ゴ ル フ

シー ツ

ジ ヨ ツキ

ソ――ダ

ダ リヤ

テ ピス

テ ラ ス

ニ ヒル

ハ ウ ス

パ ンチ

ピ ンチ

ベ ス ト

ホー ス

ポプ ラ

ミシ ン

ユ ー コ

リズム

レベ ル

ス ペル

イ ンク

カ ウ ス

キ ―ソズ

グ ラ ス

コ ― ト

ゴ ン グ

シー ト

シ ョ ッ ク

ソ ナ タ

タ ン ク

チ フ ス

テ ン ト

ニ ユ ー ス

バ ザ ー

パ ン ツ

フ ァ ウル

ペ グ ル

ポ ー ズ

ホ ル ン

ミセ ス

ヨー ド

リボ ン

レモ ン

ドラ イ

ウー ル

ガ ウ ン

キ ャ ズ ト

グ ラ フ

コー ト

コ ン ト

ジー フ

ス イ ス

ソ フ ト

ダ ン ス

チ ャ イ ム

テ ニくポ

ニ ユー ム

パ ジ ヤ マ

ピア ノ

フ ァ イ ト

ヘ ツ ト

ボー ト

ポ ン ド

ミル ク

ヨ ―ソ ト

リュ ック

レ ン ズ

工 一 ス

カ ッ ト

キ ャ ―ソチ

グ ラ ム

コ ー ド

コ ン マ

シ― ル

ス ー プ

ダ ― ス

ダ ンプ

チ ャ ン ス

ドイ ツ

ヌー ド

バ ス ト

ピ― ク

ブ ー ム

ベ ―ソ ト

ホ ー プ

ボ ンベ

ミ レ―

ライ ス

リ ヨ ン

ロー ス

エ フー

カ ップ

キ ャ ―ソプ

ケ ー キ

コ ー フ

サ ー ド

ジ ャケ ツ

ズ ック

タ イ プ

チ ー ク

チ ュ ー フ

ド―ソク

ネ ッ ト

パ ズ ル

ピー ス

プ-ル

ペ リー

ホ ー ム

マ ー ク

ミンチ

ラ イ ト

リ ン グ

ロー ズ

オ イ ル

カ バー

キ ャベ ツ

エ-ス

コー ル

サ ー ブ

ジ ャ ス ト

ズ ボ ン

タ イ ム

チ ー ズ

チ ョー ク

トッ パ

ノー ト

パ セ リ

ビ ー ズ

フ ォ ー ク

ペ ルー

ホ ー ル

マ ― チ

ム ー ド

ラ イ ン

ル ー ズ

ロ ― プ

ガ ー ゼ

カ ラ ー

ギ ヤ ング

ゲ.一 テ

コ ス ト

サ イ ズ

シ ヤ ツ ポ

セー フ

タ イ ヤ

チ ― ム

デー ト

ト ―ソブ

ノ ック

バ タ ー

ビ ッチ

ブ ザ ―

ペ ル シ ャ

ポ ー ル

マ イク

メダ ル

ラ ス ト

ル ー ペ

ロ ー マ
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全員テ0(2語)

 チ ョ ッキ デ フ レ

コ1・ テ2搖 れ(64語)

ア テ ネ  イ エ ス  オ フ ィ ス カナ ダ  カ フ エ  カ メ ラ  ク イ ズ  ク イ ン  ク ラ ブ  グ リル  ゲ リラ  コ ロナ

シチ ュ ー シネ マ  ジ ャ パ ン スタ ー  ス パ イ  ス リル  セ ピア  ソ フ ァー タブ ー  タ ン ゴ  デ ビ ュー テ レ ビ

ドラ マ  トリオ  ド リル  ニ グ ロ  バ ナ ナ  パ リー  バ レ ―  バ レー  フ ラ イ  フ ラ イ  プ ラ グ  ブ ラ シ

フ ラソ  プ ラ ン  フ リー  プ レー  ベ ビ―  ポテ ト  マ ニ ラ  メ ニ ュ ― ラ ジオ  ラ ベル  ル ビー  レ ビュ ー

ロ シ ヤ  ロ ビー

ア ダ ム(コ1、大 テ2) ア ロ ハ(コ1、楳 テ2) カ ヌー(コL楳 テ2) ダ ブ ル(コL泉 テ2> トイ レ(コL橋 テ2) ドレス(コ 晃、楳 テ2} ヌガ ―(コ1.楳 テ2}

パ ナ マ(コ1 .林 テ2) プ リ ン(コL橋 テ2) フ レ―(テ2、泉 コ1》 マ ダ ム{コL大 テ2) マ ニ ヤ(コ1、大 テ2) レデ ー(コ1、千 テ2) ロマ ン(コ1楳 テ2)

コ1・ コ0搖 れ(11語)

 ピ ン ト  ベ ル ト  ボ ー イ  ボル ト  マ ン ト  メー ド  レー ル

 ォ ― ル(コ1、真 コ0) パ イ プ(コ1、楳 コ0)  ピエ ロ(コ1、千 コ0) モ デ ル(コ1、真 コ0)

コ1・ テ0搖 れ(3語)

 パ ン ク(コ1、真 テOl バ ン ド(テ0、楳 コD ヒ ップ(コ1、佐テ0)

そ の 他(9語)

 ア ジ ア(テ2jl、 安 コ0)  オ ペ ラ(コ1、テ2、大コ0) ベ ニヤ(テ2、コ1、テ0、コ0) ベ レ―(テ2.コ1.泉 テ0) ボ ビ ン{コ1、]0、テ0、田 テ2>

 モ ダ ン(」1」0.テ0)   モ ヘヤ(テ2、コIJO)   ユ ダヤ(テ2.コL中 コ0)  リレー 《テ0、テ2.コ1)

4モ ー ラ(474語)

全 員 コ1(164語)

ア イ ドル  ア クセ ル

オ ー ブ ン  ガー ター

キ ャバ レ- キ ャ プ テ ン

コー ナ ー  コ一 ラ ス

サ ンダ ル  サ ン プ ル

ジ ャケ ッ ト シ ャ ッ ター

ス― パ ―  セ ー ター

タ イ マ ―  タ ク シ ー

デ ッサ ン  テ トロ ン

ノ ー ダ ン  バ ー ゲ ン

バ ―ソタ ー  ハ ン ガー

ピー ル ス   ヒ― ロー

ピ ンポ ン  フ ァ ス ナ-

マ ン シ ョ ン ミキ サ ー

モ ー タ ―  ライ ター

レー ズ ン  レー ダ ー

ワ イ ヤ-  ワ ッ ク ス

ア ツパ ー

カ ー ボ ン

キ ャ ン セ ル

コ スモ ス

シ― ス ン

ジ ヤ ン グル

セ ー ル ス

タ ッ ク ル

ト― ス ト

パ ー テ ィー

ハ ンサ ム

ビ ジネ ス

ア ンカ ー  ア ン グル

カク テ ル  カ ッ プル

キ ヤ ンデ イー ギ ヤ ン ブル

コ ンパ ス  サ ー カ ス

ジ一 ゼ ル   シー ソー

シ ャ ン ソ ン ジャ ンバ ー

セ ク シ―  ゼ ス テ ヤ―

タ ッパ ー  ダ ブ ル ス

ナイ タ ―  ナ イ ロ ン

パ ー ナ ー  ハ イ ヤー

ハ ンタ ー  ハ ンマ ー

ピス トン  パ ラ ソル

ア ン プ ル

カ プ セ ル

ク ー ラー

サ0ビ ル

シグ ナ ル

ジ ン ク ス

ゼ ッケ ン

タ ンカ ー

ナ プ キ ン

パ ウ ダ ー

ヒー タ ―

ピッ ケ ル

フ ァ ッ シ ョ ン フ ィ ク シ ョ ン フ ィ ニ ッ シ ュ フ ィ ル タ ー

ミ ッ ク ス

ラ イ バ ル

レ-ヨ ン

ワ ッペ ン

ミッ シ ョン メー カー  メ― タ ―

ライ フ ル  ラ ッカ ー  ラ ・ソキー

レギ ュ ラ ー レ ス ラー  レ ッ テ ル

ワン ダ ン

ビ― ル ス  エ ジ ソ ン  エ ッ ク ス

カ ラ フ ル  カ ル テ ル  カ ロ リー

ク.ソ キ ー  ク ―ソシ ョン ケ ー ブル

サ イ ダ ー  サ イ レ ン  サ ッ カー

シ ス テ ム  ジ ッパ ー  シナ モ ン

シ ング ル  シ ンナ ー  シ ンプ ル

セ ロ ハ ン  セ ン ター  ダ-ビ ―

チ ー タ ー  チ ャー ター チ ャ― ハ ン

ナ ン パ ー  ニ ―ソケ ル  ネ ク ター

ハ ス キ ー  パ ス テル  バ ッ クル

ビー ナ ス  ピ― ナ ツ  ビ.パ ー

ピ ッ チ ャ ー ヒ ッ ピー  ピ リオ ド

ベー ―コ ン  ペ ン シル  マ フ ラー

メー デ ー  メ ロデ ィー メ ンバ ー

ラ ッセ ル  ラ ンナ ―  リー ダ ー

レ フ リー  ロ ― ラ―  ロ ッカ ー

エ ン ソ ン

キ ャ ッ チ ャ ー

コ ー ク ス

サ ン キ ュ ー

ソ ヤ ― ソ ー

シ ン ボ ル

タ イ トル

ツ ー ダ ン

ネ ク タ イ

ハ ―ソ ス ル

ピ ー マ ン

ヒ ロ ポ ン

マ ル ク ス

モ ー シ ョ ン

リ ―ソ トル

ロ ン ド ン

全 員テ2(83語)

ア パ ー ト  ァ ピー ル  ァ メ ー バ

グ ラマ ー  グ リー ン  ク リ ップ

ス カ ー ト  スカ ― フ  ス カ ウ ト

スチ ― ム  スチ ー ル  ス テ ー キ

ス ピ-ト  ス ピ ツ ツ  ス プ ー ン

ス リ ッブ  ズ ロー ス  デ ザ ー ト

トロー チ  ナ イー ブ  バ ザ ー ル

ブ ロー チ  ブ ロ ッ ク  ポ ジ シ ョ ン

レ シ-ト  レ シー ブ  レポ ― ト

全員 コ0 (41語)

ア ネモ ネ  ア フ リカ

オ ラ ン ダ  オル ガ ン

サ ボ テ ン  シベ リヤ

フ ロ ン ト  ペ リ カ ン

ワイ シ ャ ツ

全 員 テ0(6語)

 トレパ ン  ドレ ミフ ァ

全 員 テ3(2語)

 sp  コ ン ク リ

ア メ リ カ

カ シ ミヤ

セ メ ン ト

ペ ンギ ン

パ ソ コ ン

イコー ル  ウ イ ン ク  ウエ-ブ

グ リ.ソプ  グル ―.プ  ク レ ヨ ン

スカ ン ク  スキ ップ  スケ ― ト

ステー ジ  ス テ ップ  ス ト― ブ

スペ イ ン  スペ ー ス  スポ ― ツ

デ ザ イ ン  テ ノー ル  デ パ ― ト

パ パ イ ヤ  バ リウ ム  パ トカー

ポ タ ー ジュ ポ マー ド  ボ リュ― ム

ア ラス カ

カ ステ ラ

パ ノ ラ マ

マ イ ナ ス

プ ロ レ ス

ア ラ ビヤ

カ ツ レ ツ

バ リカ ン

マ シ ュマ ロ

ア ル カ リ

カ ル メ ラ

ピ ス トル

マ ラ リヤ

リモ コ ン  ラ ジ カ セ

ウ オ ッ カ  エ リー ト  オ パ ー ル

ク ロー バ  グ ロー ブ  ク ロ ー ル

スケ ー ル  ス コ ー ル  ス タ ― ト

ス トッ プ  ス ナ ッ ク  ス パ イ ク

スマ ー ト  ス モ ッ グ  ス ラ ン プ

ト リ ック  ドリ ン ク  トレー ド

ビ ニー ル  ブ ラ ウ ス  プ ラ ック

ミサ イ ル  ユ ニ ー ク  ラ ジ ウ ム

ア ルパ カ

カ ン テ ラ

ビ フ テ キ

マ リフ ァ ナ

イ ギ リ ス  イ タ リヤ

キ ャ ラ メル ヰ リス ト

ピ ラニ ヤ   ビロ ー ド

メ リヤ ス  モ ル ヒネ

オ リー ブ

サ フ ァ イ ヤ

ス タ イ ル

ス ピー チ

ス リッ パ

トロ イ カ

フ レ ッシ ュ

リベ ー ト

オ ム レツ

ゲ-ト ル

フ ラ チ ナ

リベ リヤ
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コ1・ テ2搖 れ(37語)

○O― ソ○ 以 外

 ウィ ル ス  カ リエ ス  シ ェパ ― ド シ ミ― ズ  ツ イ ス ト  トラブ ル  トロ フ ィー ニ ュ ア ン ス フ ル マー ロ マ ン ス

 イ メ ー ジ(テ2、楳 コ1》 オ ー プ ン(コ1.早 テ2) パ タ ー ン(テ2.楳]1) パ レー ド(テ2、三 コ1) レ コ ー ド(テ2、楳 コ1)

○ ○ ―ソ○

 ケ チ ャ ッ プ シ ロ ップ  ス イ ッチ  ス ケ ッチ  ス コ ッチ  ス コ ップ  ステ ッ キ  ソ ケ ッ ト  タ ラ ッ フ  チ ケ ッ ト

 トロ ッ コ  パ ニ ッ ク  ブ リ ッ ジ  ポ ケ ッ ト マ ジ ッ ク  ロボ ―ソ ト

 ア ベ ック(テ2、楳]D カセ ッ ト(テ2.三 コ1) ドロ ップ(テ2.泉 コ1) バ ラ ック(テ2、泉 コ1) ラ ケ ッ ト(テ2、長 コ1) ロケ ッ ト(テ2、楳 コ1)

コ1・ コ0搖 れ(23語)

 アマ ゾ ン  アル バ ム  ア ル プ ス  オ リオ ン  サ ー ベ ル  ダイ ヤ ル  チ ャ ン エ ル チ ャ ンポ ン トン エ ル  ハ ー ドル

 バ ー ベ ル  バイ ア ス  パ ラ フ ィ ン フ ァー ス ト ポ イ ン ト  マ ラ ソ ン  マ ンモ ス  メ― トル  モ ル タ ル

 コ ン ドル(コ1、中 コ0) ハ ン ドル(コ1、千 コ0) ピ.ソ コ ロ(コ1、平 コ0) ル ンペ ン(コ1、大コO)

コ0・ テO搖 れ(i5語 〉

 イ ン フ レ  エ ジ プ ト  ジー パ ン  Tシ ャ ッ  ハ イ カ ラ  ハ ン カチ  パ ン ス ト  ヒ レカ ツ  ブ ラ ジ ル  マ ス コ ミ

 ミスプ リ  リュー マ チ ア カ シ ヤ(コ0、千 テ0) ア ス パ ラ(コ0、佐 テGl ア マチ ュアq⑰ 、平 テ0)

コ0・ テ2搖 れ(M語)

 グ ラ ン ド  ス タ ン ド  スパ ル タ  スポ イ ト  ツ イ ー ド  プ ラ イ ド  ブ レ ン ド  プ ロ ンズ  ブ ロ ン ド

 カナ リヤ(犯 、三テ2》 フ ラ ス コ くコ0.楳 テ2) プ リ ン ト(コ0、楳 テ2) ブ ロー ドqO、 楳テ2》 ヘ ル ニ ア(珊 、真テ2)

テ2・ テ3徭 れ(5語)

 ス ク リュ ― ス トロー  スプ レ―  ガ ソ リン(テ3、栗 テ2) ス ク ラ ム(テ2.長 テ3)

テ2・ コ2搖 れ(4語)

 セ リー グ  フ ィ ナー レ パ リー グ  ピタ ミン(テ2、楳]2)

コ1・ テ3搖 れ(3語)

 ラ グ ピー  エ プ ロ ン(コ1、林 テ3)  シ ャ ンプ ー(コ1、楳 テ3)

コ1・ コ2搖 れ(3語)

 ツー ダ ンq1.長 コ2) ワ ク チ ン(コ1、平 コ2) ワ ン マ ン(コi、長 コ2)

ゴ3・ テ3搖 れ(2語)

 ア ンペ ア  OL

テ2・ テ0搖 れ(2語)

 トラ ン ク  トラ ン プ

テ0・ コ1搖 れ(2語)

 バ イパ ス  ラ ジ コ ン(テ0、泉 虹)

コ0・ コ3搖 れ(1語)

 シ ャ ンパ ン(コO、楳]3}

テ0・ テ3搖 れ(嬬 吾)

 SF

その他(66語)

ア イ デ ア(テ3、 コ3、コD    ア ク リ ル(」3.コ1、 テ3、テ0)

FM(テ3jOJ3)    オ ア シ ス(ユ1、 テ2、和 コ0)

オ レ ン ジ(コ0.テ2」1」2) カ ウ ン ト(コ0、 コ1、栗 テ2)

コ ー ヒ ー(テ0 、橋 テ2、千 テ3)コ ロ ッ ケ(テ2、 コ1、コ0)

ス タ ミナ(]0.テ2、 長 テ0) ス タ ン プ(テ2」0、 泉 コ1)

ス ポ ン ジ(コ0、 アテO、テ2)  ス ラ イ ド(コ0、 テ2、テ0》

セ ミプ ロ(コ0、 予0、楳 コ2) ゼ ラ チ ン(テ3,コi、 コ2、コ0)

チ ベ ッ ト(巽 、テ2」0)  ドー ナ ツ(コ1.]3、 申 テ0)

ヒ マ ラ ヤ(30、 真 テ0、三 テ3)ヒ ロ イ ン(コ1、 テ2、田 コ2)

ブ ル ジ ョ ア(コOJ3.テ3) プ レ ハ ブ(コ0、 テ0、長 テ2)

ベ ラ ン ダ(]0 、テ2、大 テO}

ア ン テ ナ(珊 、テ0、テ3、千 コ3)  イ ン テ リ(テ0、 テ3―]0)

オ ー ケ ー(コ1、 コ2、楳 コ3、橋 テ3) オ ー ラ イ(コi、]OjOJ2)

力 タ ロ グ(テ3、]OJ2、 田 コ3,楳 コ1>カ ラ ッ ト(コ1、 テ2」2)

コ ン ソ メ(テ0 、珊 、楳 テ3)

ス テ レ オ(コ0、 テ0、テ2―泉 テ3>

セ カ ン ド(コ1、 テ2.コ0.平 テO)

ゼ ロ ゼ ロ(テ0、 テ3、コ1+コ1)

ネ グ リ ジ ェ(テ3、 コ3、コ0}

フ ィ ア ン セ(コ1、 テ2、ユ2)

プ ロ パ ン(コ1、 コ0、テ2。林 テω

           ベ ル ギ ー(コ1、 コ3、橋 コ2.田 コol㌦ ヤ イ カ ー(テ3、 コ1、コ3)

マ ネ キ ン(テG.コG.聴 、田 テ2、千 テ3)マ ン ネ リ(テ0、 コ0、千 コ3)メ キ シ コ(コ0、 テG、テ2、コ1}

モ ス リ ン(テ3、 コL長 コ2、田 コO)モ ナ リ ザ{コOJ3、 中 テ2.千 ユ1)モ ロ ッ コ(]1、 テ2」2}

1ル ヤ カ ー(コ1
、テ29コ2)

エ ナ メ ル(二苳0、平 テ2.早]1)

オ ー ロ ラ(コ0、 テ0、コ3)

キ ユ ー ピ ―(テ2、 コ1.コ0)

ジ グザ グ(テ0、テ2」OJD  シ ャ ンパ ンq董 」0、 三 コ2、真 コ3)

  ス トレ ス(テ2、三 コi、長 テ0、楳 テ3) スペ ー ド(テ2.]0,テ0)

 セ=1ハ ン(テ0.テ3、 テ2) ゼ ネ ス ト(テ2、 泉 コ1.三 コ2、中 テ0)

タ レ ン ト(コ0、 コ1、テ2)    タ ン ニ ン(コ1、 コ0,千 コ3)

バ イ バ イ(コ0 .三 テ2、真 コ2、千 コ1) バ ラ ン ス(テ0、テ2.楳 コD

フ イ ル ム{テ3、 テ2、]1)

プ ロ ペ ラ(コ0.コ3、 テ3》

マ カ ロ ニ(テ3、 コ3、]0)

メ リ ン ス 〈コG.テ2、 由 コ量)

ユ-モ ア(コ3、 コ1、テ3)

フ ラ ン ス(コ0、 コ2JLテ2>

ヘ ア ピ ン(コ2、 コ0、楳 コD

マ ニ キ ュ ア00.コ3.早 テ0)

モ ザ イ ク(テ2.三 テ3、千 コ2》

ユ ネ ス コ(」3 、筆 コ0.三]2}

5モ ー ラ(220語)

全員 コ3(54語)

ア ス フ ァル ト

ガ ム テー プ

セ メ ダ イ ン

ハ イ ヒー ル

パ ラ シ ュー ト

ホ ルマ リン

ア ル マ イ ト

カ ム バ ッ ク

セ ル ロ イ ド

ハ イ ラ イ ト
■ハ ン バ ー グ

マ ン ホ ー ル

Aク ラ ス

カ ル シュー ム

セ ロ テ ー プ

バ ス ガ 一ル

ハ ン モ ―ソク

メ ロ ドラ マ

エ ベ レ ス ト

ギ ブ ァ ―ソプ

ソー セ ー ジ

バ ス ガイ ド

ヒヤ シ ンス

ヨー グル ト

エ メ ラ ル ド

キ ロ グ ラ ム

ダ ン プ カー

バ ス ケ ッ ト

ピ ンセ ッ ト

ヨ ― ロ ツパ

オ-ト バ イ

ク リスマ ス

ツー ア ウ ト

バ ス タオ ル

ヘ ク ター ル

ラ イ トバ ン

カ ウ ボ ― イ

ク レソー ル

ツ ― ピー ス

パ ス ポー ト

ペ ニ シ リ ン

レン トゲ ン

ガ ス タ ン ク

ゴ ム ホー ス

ニ ュ― ヨ ー ク

ハ ムサ ン ド

ペ ン ネー ム

ワ ン タ ッ チ

ガ スマ ス ク

サ ング ラス

パ ー セ ン ト

ハ ム サ ラダ

ホ ー ム ラン

ワ ン ピ-ス
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全 員 テ2(23語 〉

ク ラ ク シ ョン ク ラ ッカ ー  ク レ ンザ ー  ク ロ ッ カ ス  グ ロ ッキ ー  コ マ ー シャ ル スキ ャ ン ダル

ス ピー カ―  スポ ンサ ー  ス ラ ―ソク ス  ス ロ― ガ ン  デ ザ イ ナ-  デ ラ ―ソク ス  ドラ イバ ー

リハー サ ル  リバ イ バ ル  リラ ック ス  ロケ-シ ョ ン プ レー ヤ ー

全 員 テ3(5語)

 イ ン デ ィ ア ン ス ク ラ ッ プ  ス ク リー ン  ス トラ イキ  ス トラ イ ク

全 員 コ0(5語)

 ア ル コ一 ル  ジフ テ リ ア  エ チ オ ピア  カ ンボ ジ ア  ハ-モ ニ カ

全 員 コ1(2語)

 シ ン グ ル ス  ネ ―ソク レ ス

全 員 コ4(i語)

 サ ー ドゴ ロ

コ3・ テ3搖 れ(42語)

 ア イ シ ャ ドー ア ス ピ リ ン  アセ チ レ ン  ア ノ ラ ッ ク  ア ン コ一 ル  エ ボナ イ ト

 カ ッ ラ イ ス  コ ンク ー ル  サ ッ カ リ ン  シ ク ラ メ ン  チ ョ コ レ― ト デ ンマ ― ク

 ノ イ ロー ゼ  パ ラ チ ビ ス  バ レ リー ナ  プ ラモ デ ル  ブル ドッ ク  プ ロ ポ-ズ

 マ イペ ― ス マ ヨ ネ ー ズ マ ン ド リン ユ ニ ホー ム ラブ シー■ン ラプ レ タ― レモ ネ-ド

 ピラ ミッ ド(コ3、大 テ3) フ ラ メ ン コ ロ3、 橋 テ3) プ ログ ラム 《コ3、大 テ3) ボ イ コ ッ ト(コ3、大 テ3)

コ3・ コ1搖 れ(23語)

 アー モ ン ド  ア ク セ ン ト  エ チ ケ ッ ト  エ ピソ ー ド  イヤ リ ン グ  タ イ ピ ス ト  チ ャ ー ミ ング テ ク ニ ッ ク

 ハ イキ ン グ  バ イ キ ン グ  ハ ム レ ッ ト  ピァ ニ ス ト  ピー ナ ―ソッ  ピ クニ ッ ク  ビル デ ィン グ ヘ ル メ.ソ ト

 ボ ク シ ング  マ ス コ ッ ト ナ ンセ ン スq1.泉 コ3} マ ッ トレ ス(コ1、泉 コ3) レ ス トラ ン(コ1.泉 コ3) レ ス リン グ(コL泉]3)

コ0・ コ3搖 れ(8語)

 コ― ル テ ン  バ イ オ リ ン  ビ ス ケ ッ ト  ボ ー リ ング  ポル トガ ル  ル ― マ ニ ア カ ン ニ ング(コ0、早 コ3》

コ3・ コ4搖 れ(5語)

 ア ロハ シ ャ ツ ベ ス トテ ン  ロー ドシ ョ- ゴ ー ル イ ン(コ3.楳 コの ボ ー ル ペ ン(コ3、楳 コ4)

テ3・ テ2搖 れ(2語)

 スキ ー ヤ ー ク ロ― バ―(テ2、 大 テ3)

コ1・ テ3搖 れ(1語)

 チ ャ ン ピオ ン

テ2・ コ1搖 れ(1語)

 マ ネ ー ジ ャ-(テ2、 楳 コD

コ0・ テ0搖 れ(1語)

 ア ンモ ニ ア(コ0、橋 テ0)

コ0。 テ2搖 れ(正 語)

 ステ ー シ ョ ン

コ3・ テ2搖 れ(1語)

 ク リス チ ャ ン

コ4・ テ4搖 れ(1語)

 ボ デ ィ― ビル

コ2・ テ2搖 れ(1語)

 ワ シ ン トン

コ1― コ3・ テ3搖 れ(12語)

 コ ンタ ク ト ア ドバ イ ス  ア ンケ ― ト  カ ー デ ガ ン  デ リケー ト  ド-ナ ッッ

 ァ ル バ イ ト(コ3、大 コ1、林 テ3) エ ゴ イ ス ト《コ3、テ3.楳 コ1) オ ル ゴー ル(コ3、テ3、中 珊)

その他(31譖)

ア レ ル ギ ー(テ2、 テ3、コ3、大 テ4)

カ ウ ン タ ―(コ0.コ1、 テ2、泉 コ2)

カ ン ガ ル-(]0、 コ3、楳 コD

ス テ ン レ ス(テ2コ0.コ3)

ナ ポ レ オ ン(テ3、 テ2、真 テ0}

プ ラ カ ― ド(コ3、 橋 テ3、楳 テ2}

イ ン タ ビ ュ ー(コ1、 テ3、コ3.楳 コ2)

カ メ レ オ ン(テ3、 コ3、テ2}

コ レ ク シ ョ ン(テ2、 コ2.泉 コ3》

タ ン バ リ ン(コ1、 コ3.橋 テ3、林 コ2)

パ イ ロ ッ ト(コ3 、コL橋 コ2)

ブ ラ ン デ ー(テ2、 コ0、コ3.泉 コ2》

マ ー ケ ッ ト(コ1、 コ3.橋 テ3、林 コ2)モ ー ニ ン グ(コ1.コ3、 コ2)

ラ ン ニ ン グ(コ0、 早 コ3、早 コ1) ラ ン デ ブ ―(]3、 平 テ3.楳 コ2、コ1》

スク ー タ ―   ス エ-デ ン

ドライ バ-   トラ ク ター

オ キ シフ ル  オ ブ ラー ト  エ スキ モ ー

トラホ-ム  ナ ト リュ ー ム ナ フタ リ ン

ブ ロ マ イ ド  ポ リバケ ツ  マ イホ-ム

バ リケ ー ド(コ3、楳 テ3} ピー ア ー ル{コ3.大 テ3)

モ ノ レ-ル(コ3、 大 テ3) ラ イラ ック(コ3.橋 テ3)

ハ イキ ング

ペ ング ン ト

バ クテ リヤ(コ0 、橋]3)

   コ ンセ ン ト(コ3、コ1、楳 テ3)

カ メ ラマ ン(コ3、テ3、楳コD マ ッサ ー ジ(]3.テ3.大 コD

ウ イ ス キ-(コ3、 テ3.大 コ0、真 テ2)

カ ル ケ ・ソ ト(コ0,コ3、 真 コ1》

コ ロ ン ブ ス(テ2.平 コ2.泉 テ3)

チ キ ン カ ッ(コ4、 コ3、橋 コ0)

ヒ ス テ リー(コ0.コ3、 テ3)

プ レ ゼ ン ト(コ3、 コ2、テ2)

モ ル モ ッ ト(コ3、 コ0.中 テ3)

レ モ ン テ ィ―(コ3、 コ4.橋 ラ3、真]2》

エ ネ ル ギ ー(テ2、 栗 コ3、大 テ4、平 テ3、楳 コ2)

カ レ ン ダ ー(テ2.平 テ3、楳 コD

ジ ュ ラ ル ミ ン(テ3、 テ2、真 テ0、栗 コ3)

ト-ス タ-(コ1、 コ3、楳]2)

フ ラ イ パ ン(テ3.コ3、 楳 テの

マ ー ガ リ ン(コ1」3、 コ2、橋 テ3)

ラ ン ド セ ル(コ3、 コ4、田 コ0.楳 コ2)

6モ ― ラ(17i語)

全 員 コ4(68語)

ア ル フ ァ ベ ッ ト

ガ ス ス ト― ブ

ク レオパ トラ

ア ル ミニ ュ-ム

カ スタ ネ ッ ト

ク ロ ロ ホ ル ム

オ ー ル バ ・ソ ク

カ ウ ス ボ タ ン

コ ー ノレタ ー 丿レ

オ リン ブ ッ ク

カ ラー テ レ ビ

サ ー チ ライ ト

ガー ドレー ル

ガ ラ ス コ ―ソプ

サ ン ドイ ―ソチ

ガー ル ハ ン ト  ガ イ ドブ ッ ク

キ ャ ッ チ ボ ― ル ク レ オ ソー ト

ジ ャ ッ ク ナ イ フ シ ョ― トケ ー キ
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シ ョ-ト パ ンツ

タ ン グ ステ ン

テ ニ ス コー ト

バ トン タ ・ソチ

ブ ラ ス バ ン ド

マ イ ク ロホ ン

ラ イ ス カ レー

全 員 コ 3   (8言吾)

 カ ー ネー シ ョ ン

 ヘ リコ プ ター

全員 テ4 (4語)

 イ ン ドネ シア

全 員 コ5 (4語)

 ABC

全 員 テ2(1語)

 ス トッキ ン グ

シ ル ク ハ ッ ト

ダ ン ス ホ ー ル

ダ オ ―ノチ ボ ー ル

ハ ン カ チ ー フ

ヘ ア ス タ イ ル

マ グ ニ チ ュ ー ド

ラ.ソ シ ュ ア ワ ー

ガ ス ラ イ タ ー

カ レー ラ イ ス

シル ク ロー ド

チ ー ム ワ ー ク

トップ ク ラ ス

パ ンタ グ ラフ
     0
べ 一 ス ア ツフ

マ グ ネ シュ ー ム

リュ ック サ ック

スー ツ ケー ス

チキ ン カ レ-

ト ップ レベル

ハ ン ドバ ―ソグ

ヘ ソ ドラ イ ト

マ ル コ ポー ロ

レー ン コー ト

キ ロ メ ー トル  ノー ネ ク タイ

バ レー ボ ー ル   コ ン ク リー ト

ジ ャ ン グ ル ジム チ ュ ー イ ンガ ム ピ ・ソチ ャー ゴ ロ

コ4・ テ4嬬 れ(23語)

オ ンザ ロ ッ ク  ク ラ リネ ッ ト  コ ン トロー ル

ス ポ ー ツ マ ン  デ ッ ドボ ー ル  テ レ ビ ドラ マ

ハ ヤ シ ラ イ ス  フ ラ ン ス パ ン  プ レ ー ボ ー イ

グ ラ ジ オ ラ ス(コ4、泉 テの ジ ンギ スカ ン(コ4、泉 テの

コ3・ テ3搖 れ(8語)

 ア ンサ ン ブル  エ レベ ー タ ー

 コ ン ピュー タ ー(テ3、大 コ3)

コ 4 ・ コ 3搖1t (6言吾〉

 ス ー パー マ ン  ピー ター パ ン  ヘ ア トニ ック

コ 4 。 コ5搖4エ (8言吾)

 ア ップ ルパ イ  オ ー ル ス ター     鹽

 オー ル ド ミス(コ5、平 コ4) ネ クタ イ ピ ン(コ4,楳 コ5)

テ2・ コ4搖 れ(4語)

 ア シ ス タ ン ト  ウエ ― トレ ス  ク リ― ニ ン グ

コ1・ コ4搖 れ(4語)

 ジ ェ ン トル マ ン  パ ンフ レ ―ソ ト

コ3。 コ5搖 オτ(2言薔)

 オ-ケ ス トラ  キ リマ ン ジ ャ ロ(コ3、長 コ5)

テ4・ テ5搖 れ(1語)

 ク リー ムパ ン〈テ4.楳 テ5)

テ2・ テ4搖 れ(1語)

 ア コー デ オ ン

コ5― テ5搖 れ(1語)

 プ ロ パ ン ガ ス

テ3・ コ4揺 れ(韮 語)

 ス チ ュ ワー デ ス(テ3、楳3の

そ の 他(27語)

 ア ク セ サ リ ー(コ3、 コ4、テ3、大 ユ1)

 ア ナ ウ ンサ ー(テ3、 〕3、テ2)

 コ ン ト ラ バ ス(コ 臥 テ5、千 コ4.栗 テ4)

卜一 ナ メ ン ト(コ4,コ2、 コ1)

ト レ ― ニ ン グ(テ2、 テ4、コ4)

PTA(]5、 コ4、大 テ5)

ロ マ ン チ ッ ク(コ4、 テ4、楳 コ2)

ソ フ トボー ル

チ キ ン ラ イ ス

ンア ッ プザ ッ ク

フ ェ リー ボ-ト

ペ ン フ レ ン ド

ミニ ス カー ト

ロ―プ ウエ ー

ハ イ ソ.ソ ク ス

ダ イ ナ マ イ ト

ッベ ル ク リ ン

ノ ッ ク ア ウ ト

フ ォ― ク ダ ン ス

ホ ー ム シ ―ソク

ミル クセ ー キ

ダ イ ヤ モ ン ド

テ ― マ ソ ン グ

ノぐ一 トタ イ ム

ブ ラ スチ ッ ク

ホ ―ソ トケ ー キ

ョー ドチ ンキ

パ イナ ―ソプ ル  ベ ― 卜一 ベ ン

シ ン ガ ポー ル  シ ンポ ジ ュー ム ス カ イ ラ ィ ン

トマ トジ ュー ス ネ ―ソカ チ ー フ  バ ッ ク ネ ッ ト

プ レー ボー ル

スキ ン シ ップ(コ4.泉 テの ヒッチ ハ イ ク(コ4、林 テの

スパ ゲ ッテ ィー バ イ タ リテ ィー バ トミ ン トン

ポ リ エ チ レ ン

ブ ル ドー ザ ー

ス ポ ー ル カ ー

ノでッ ク ミ ラ ー

ボ デ ィ ー ガ ー ドロ4 、田 テの

プ ロ ポ ー シ ョ ン

ジ ー ゼ ル カ ー(コ4.千 コ3> シ ュ ― ク リ ― ム(コ4、 中]3)

フ ァ.ソ ソ ヨン シ ョー ホ ン コ ンシ ャ ッ

      ケ ー ブ ル カ ー(コ4,楳 コ5)

ド レ ―ソ シ ン グ

ワ ンマ ン バ ス

サ ラ ブ レ ―7ド(ユ4、楳 コめ  セ ー ル スマ ン(コ4、楳 ユ1)

ア ク ロ バ ッ ト(コ4、 テ4、楳 テ3)

ア ン バ ラ ン ス(テ4、 テ3、千 コ4)

 サ イ ク リ ン グ(コ4、32.コ1)

ド ラ イ ブ イ ン(テ4.テ4、 コ4)

ト ロ リ― バ ス(コ5、 テ5、コ4.コ3>

プ ラ イ バ シ ―(コ4、 コ3、テ3、テ2)

ワ ン マ ン カ ―(コ4、 コ3、楳 コ5)

ア ス パ ラ ガ ス{コ4、 コ3、コ5)

イ ン ス タ ン ト(テ4、 コ4、コ2、楳 コ1)

サ ラ リー マ ン(テ3、 コ3、コ4、楳 コD

ド ラ マ チ ッ ク(コ4.テ4、 楳 テ3)

ナ ン バ ー ワ ン(コ5、 コ4.泉 コ3、楳1+D

プ ラ イ ベ ー ト(コ4.テ4、 楳 テ2)

ワ ン マ ン シ ョ ー(コ4、 コ5、中 コ3)

ア ドバ ル ー ン(コ へ]3、 テ4、平 テ3)

SOS(コ5、 コ3、林 テ3)

チ ン パ ン ジ ー(コ3.長 テ3、樔 覡)

ト ラ ン ペ ―ソ ト(コ4、 テ4、楳 テ2)

BCG(コ5、 泉]4、 大 テ5)

ミ ス プ リ ン ト(コ 娠 テ4、テ3、干 コ1+コ0)

7モ ー ラ(91語)

全 員 コ5(32語)

ア ―ソ パ ー カ.ソ ト

サ ン タ ク ロ ー ス

タ イ ト ル マ ―ソチ

プ ラ ッ トホ ー ム

モ ー タ ― ボ ー ト

オ レ ン ジ ジ ュー ス

シ ー ソ ー ゲ ー ム

ナ イ チ ンゲ.一 ル

ヘ ア ー スタ イル

ラ ス ト スパ-ト

カ ー テ ン ラー ル

シ ョル ダ ー バ ッ グ

ニ ユ― ジー ラン ド

ボ ー イ フ レ ン ド

リー ダ ー シ ―ソプ

ガー ル フ レン ド

ス テ ン ドグ ラ ス

バ ー ゲ ンセー ル

ホ-ル ドア ッ プ

ロ ン グ スカー ト

キ ャ ッチ ャー ミッ ト

セ ンタ ー フ ライ

パ ― セ ンテ ー ジ

ボ ス トンバ ッグ

コ ー ル ドゲ ー ム

セ ン ク ー ラ イ ン

ハ ツ ピー エ ン ド

マ ドロ ス パ イ プ

サ ー モ ス タ ―ノ ト

ソ フ ト ク リ ー ム

ビ ー フ ス テ ー キ

モ ー タ-パ イ ク
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全員コ4(20語)

オー トメ ー シ ョ ン オ レ ン ジ ジュ ー ス コ イ ン ロ ―ソカー  ゴ ー ル キー パ ―  サ ウ ジア ラ ビア  サ ン ドペ ー パ ―  シ ャ-プ ペ ン シル

セ ル フ サ ー ビ ス  セ ル フ タ イマ ―  セ ンチ メ― トル  セ ンチ メ ン タ ル  タ イ プ ライ タ ー  ダ ン スパ ー テ ィー トップ バ ッター

パ ー トタ イ マ ー  ピ ン チ ヒ ―ソタ ー  ベ ス トメ ンバ ー  ミル ク コー ヒー  ル ー ム ク ー ラ ー  レデ ィー フ ァー ス ト

全 員 テ4(3語)

 コ ン ビネ ー シ ョ ン コ ン プ レ ッ クス レク リエ ー シ ョ ン

全 員 テ5(2語)

 コ ー ヒー カ ップ  ビニ ― ル ハ ゥ ス

全 員 コ6(1語)

 ク リス マ ス イ ブ

コ5・ テ5搖 れ(U語)

 ア イ ス ク リ― ム  イ ン タ ― チ ェ ン ジ  イ ン フル エ ンザ  ス ケ ッ チ ブ ック  ス ター トラ イ ン  ス タ ンプ イ ンキ

 ホ ワ イ トハ ウ ス  ラ グ ビー ボ ー ル   ラ ッキ― セ ブ ン  グ ラ ン ド ピプ ノ(コ5、橋 テ5) スケ ー トリ ン ク(テ5、長 コ5)

コ4・ テ4搖 れq2語)

 ア イ ス キ ャ ン デ ィ― ア イ ス コ ー ヒ―  ア イ スホ ッケ ―  イ ン フ レ― シ ョ ン エ ス カ レー ター  ク ラ イ マ ック ス

 ス ロー モ-シ ョン  ダ ブ ル ヘ ッダー  トラ イア ング ル  トラ ン ジ ス タ― オー ソ ドッ ク ス(コ4、大 テの オ ラ ン ウ ー タ ン(コ4、真 テの

コ6.テ6搖 れ(… 語)

 ア ンモ ニ アガ ス

コ5 . コ 0搖 オt (1言吾)

 オー ス トラ リア

コ4・ コ1+コ0搖 れG語)

 プ ラ スマ イナ ス(翼 、 泉]1招0)

コ5 ・コ6搖 れ (1言吾)

 ラ ンニ ン グ シ ャ ッ

そ の 他(6語)

 ア セ チ レ ンガ ス(コ6.テ5、菊 〉    シ ョー ウ イ ン ド―(コ廴 コ5、泉 テめ  トマ トケ チ ャ ヅプ{テ4、コ5、テO湘2、大 テ5)

 バ ス タ― ミナ ル(コ3」5、 泉 」蓋+コ3) パ トロー ル カ ー(コ5、テ5、橋 テ6.楳 コ6) ロマ ン ス グ レー(コ5」6、 テ5」6)

8モ ー ラ(28語)

全 員 コ6(10語)

ウ ェデ ィ ン グ ドレ ス エ ー プ リル フ一 ル  ク リス マ ス カ― ド  コ ー ル ドク リー ム  サ ン ドイ.ソ チ マ ン

テ ー ブ ル ス ピー チ  ニ トロ グ リセ リン  ポ ー タ ブ ル ラ ジオ  ワ イ ヤ レス マ イ ク

全 員 コ5(6言 吾)

 ア フ タ-サ ― ビ ス  ジ ー ゼ ル エ ン ジ ン  セ ー ル ス ポ イ ン ト  テ ー ブ ル セ ンタ ―  テ・一 プ レ コー ダ ー

全 員 テ4(1語)

 メチ ル ァ ル コ― ル

コ6・ テ6揺 れ(3語)

 エ ンゲ-ジ リ ン グ  コ ンタ ク トレ ン ズ  ス ク ラ ップ ブ ―ソク

コ5・ テ5搖 れ(3語)

 スチ ー ム ア イ ロ ン  ス ブ リ ン グ コ― ト  ス ポ ― ツセ ンタ ー

コ6。 コ7搖 れ(i語)

 ク リスマ ス ツ リー

そ の 他(4語)

 ガ ソ リン スタ ン ド{テ6、テ0#コ2,テ5」6) グ レー プ フ ル ー ツ(テ6、コ6、テ0抑2、コ6) ス タ ミ.ナ ド リ ンク(コ6、テ6.千 テ5)

 ス トップ ウオ ッチ(テ6、テO#コ2、テ5、コ5)

サ ン フ ラ ン シ ス コ

バ ッ タ ー ボ ッ ク ス
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